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新しい環境での生活が始まり
１ヶ月が経ちました。初めておうち
の方と離れることへの不安や寂しさ
から、泣いていた子どもたちも
少しずつ笑顔が増えてきましたよ♡
バギーに乗って園庭をお散歩しなが
ら、日光浴を楽しんだり、アンパン
マン号を見つけて自ら手を伸ばして
触ろうとする姿。お部屋の中では、
お気に入りの玩具を見つけ、自分で
持ったり、音を鳴らして楽しむ姿も
見られるようになりました。
安心して過ごせる環境を整えて笑顔
いっぱいの毎日にしていきたいと
思っています。

あひる組になって一か月が
経ちました。初めて保育園に通い
はじめたお友だちも少しずつ慣れて
笑顔で過ごせる時間が増えました。
在園のお友だちも新しいお部屋や
先生にも慣れ安心して沢山、お話し
てくれるようになりました。

天気が良い日は園庭遊びを楽しみ、
虫探しやシャボン玉を追いかけたり
遊具やボール、砂場で好きな遊びを
お友だちや先生と楽しんでいます。

５月は長い休みの間にご家族で
お出かけして心と身体をしっかりと
充電して休み明けにはお友だちと
一緒に元気に遊びましょうね。

過ごしやすいさわやかな季節と
なりました。子どもたちは新しい
生活に慣れてきて、園庭を元気に
走り回ったり虫探しに夢中です。
「せんせいみて！」「だんごむし
みつけたよ」「アリさんいた！」
など喜んで知らせに来てくれます。
この素直な気持ちに共感しながら
体調管理に注意し心地よい季節の
中で自然を楽しみたいと思って
います。

５月20日（土）親子交流運動会で
披露する演技に張り切って取り
組んでいます！競技は紅白に
分かれて親子で楽しみます♬

きりんぐみになって１ヶ月☆
子どもたちは毎日、様々な活動に取り組み
〝自分で〟やろうとする姿が見受けられます。

こんなことがんばってるよ
文字あそび…正しい姿勢・鉛筆の持ち方を
意識しながら１文字ずつ丁寧に書いています
♡「むずかしい～」「ちょっと
ガタガタになっちゃった💦」と言いながらも

最後まで集中して取り組む姿が素敵です♡

リズムジャンプ！…音楽に合わせて両足
でピョン！ピョン！かかとを着けず、
リズムに合わせて跳びます！慌てずにリズム
に乗って跳ぶことが簡単なようで難しい…
でも何度も挑戦し「汗かいた！」
「たくさん跳んだね～」と言いながら楽しん
でいます。

子どもたちが楽しんで、自信をもって
過ごせるよう☆色々なことに挑戦して
いきたいと思います♡
５月は親子で運動会☆身体を思いっきり
動かして楽しみたいとおもいますので
ご協力よろしくおねがいします！

りすぐみが始まり１ヶ月…♬
新しい環境に不安を抱いたり、寂しく
なって泣くこともあった４月でしたが、
すっかり泣いて訴えることもなくなり
笑顔いっぱいで過ごせるようになりました。
「りすぐみさーん！」の声かけにも
「はーい！」と返事をして自覚もでてきて、
「自分で！」と張り切っている子どもたち。
園庭あそびでは元気いっぱい遊具で遊んだ
り、しゃぼん玉を追いかけたり…
こいのぼりやハチの巣、そらまめなど
たくさんのお製作にも挑戦しました。
５月もいろいろな経験を通して、心も身体
もたくさん動かして楽しく過ごしたいと
思います。

～ おねがい ～
お名前が消えてしまってる衣服や持ち物が
迷子になることがあります。
今一度、お名前の確認を宜しくお願い
します。

新しい生活が始まり1ヶ月が経ち
ました。園庭あそびでは、ダンゴムシ
探しに夢中の子どもたち。
「ダンゴムシ、見つけた！！」の声に
反応して「どこ？」と駆け寄って
きます。ダンゴムシを見た後は
「ちょーだい！！」「〇〇のダンゴム
シは？」と自分のダンゴムシが
ほしくてたまらない子どもたちです。

5月は、天気の良い日にはお散歩に
出かけ、元気いっぱい身体を動かして
遊びたいと思っています。

親子交流運動会

５月20日(土)は親子交流運動会が
あります。みんなでダンシング玉入れ
をして楽しもうと考えています。
詳細については、後日お知らせします。

ｄ

青空の下子どもたちは、のびのびと泳ぐこいのぼりのように園庭をげんきいっぱいに
走り回っています。ひよこ組のお友だちがバルコニーに出てくると、幼児クラスの
お兄ちゃんお姉ちゃんたちが『かわい～！！』と近寄ってきてくれます。
ひよこ組さんも、相手をしてもらえてとても嬉しそうです。
保育園での生活にも少しづつ慣れてきて、お部屋のあちらこちらで“ちびっ子探検隊”が
ハイハイや伝い歩きで出動しています。

幼児クラスは、体育あそび・英語あそび・農育体験…と新たな取り組みがスタートしました。
『やってみたい』という気持ちを持つ一方で、不安や恐れを持っています。
新しいものや活動に対する子どもの興味や関心を大切にしながら、一人一人の有り様に
合わせて一緒にやってみたり、友だちが楽しんでいる姿を見せることにより不安や恐れが
軽減されるように取り組んでいきます。

しかしながら３歳を迎える頃には、自分には得意なこと
苦手なことがあるということに気づかず、できることは
良いことで、できないことは悪いことと受け取ってしまい
『自分はダメだ』というように捉えてしまいがちです。
結果や出来栄えの良し悪しで評価することなく、子ども
自身が目標を持って、それに向かって挑戦できるように支え
努力して達成できたとき、その喜びを真に共有できる私たちで
ありたいと考えています。ご家庭と保育園とが手を携えて、同じ
方向性を持って子どもの育ちを支え成功体験を積み重ねていきましょうね。
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